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1．はじめに 

今や地球にとって，二酸化炭素削減は急務として位

置付けられている。我が国では，京都議定書によって

「2012 年までに 6%」，洞爺湖サミットで「2050 年まで

に 50%」という削減目標が掲示されているが，現状で

は逆に 6%の増加となってしまっている。二酸化炭素削

減において有効とされるのが原子力発電所の増設であ

るが，核施設建設への反対が強いという問題があるの

で，ここでは緩やかな方法ではあるが，自然エネルギ

ー利用について考えてみたい。 

自然エネルギーは，無尽蔵ではあるが分布密度が低

いため，コスト面からはどうしても割高となってしま

う。かつては石油よりコストが高い発電方法は却下さ

れていたが，前述の問題を抱える現在では，改めて検

討すべき時期に差し掛かっていると言える。とはいえ，

抽出できるエネルギーよりも投入するエネルギーの方

が大きいようでは意味が無い。そこで，本論文では，

エネルギー投資を少しでも有効に活用できるよう，さ

さやかであるがいくつかの提案をする。 

2．各種発電方法の改善策の提案 

本章では，風力，地熱，太陽熱，水力の 4 種類のエ

ネルギー利用について，それぞれの発電方法における

問題点を整理すると共に，改善策を提案する。 

<2-1> 風力発電  風力発電に適した立地条件は，

「年間を通じて風速 10m/秒以上の風が吹いている事」

が理想的であるが，我が国でその条件に適合する場所

は殆ど無いとされている。しかしながら，これはあく

までも地表面での話であり，高度上昇に伴い風速は速

くなる。このことを利用して，超高層ビルの屋上に大

型の風力発電機を設置するのはどうだろうか。地表面

に設置した場合と比較して安定した強風が得られ，高

効率での稼動が実現すると考えられる。風車は，プロ

ペラ型ではなく垂直軸型風車の直線ダリウス型が適し

ていると考えられる。なぜなら，プロペラ型の受風面

が円形であるのに対して直線ダリウス型は長方形とな

っており，高層ビルの形状との適合性が優れていると

考えられるためである。図 1 に著者が試作した直線ダ

リウス型風車を示し，図 2 に超高層ビル屋上に風車を

設置したイメージ図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 直線ダリウス型風車  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2 風車搭載高層ビル 

 

 

<2-2> 地熱発電  我が国は，地熱発電に関しては

恵まれた条件にある。地熱発電の総発電量は世界第 4

位であり，6 位以下の国を大きく引き離している。し

かしながら，地熱発電による発電量が我が国の全発電

量に占める割合は僅か 0.3%程度に過ぎない。恵まれた

熱資源は積極利用すべきである。現在，地熱利用型発

電では，地下から自然に噴き出す蒸気を利用するとい

うシンプルな原理を採用しているが，強制的に地下に

水を送って蒸気を噴出させる高温岩体発電や，ヒート

ポンプによって地下の熱を地上へ運搬し利用する方法
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を採用すれば，利用地域の更なる拡大が望めるのでは

ないだろうか。図 3 に，地熱発電にヒートポンプを採

用した，ヒートポンプ地熱発電のイメージ図を示す。 

<2-4>水力発電  水力発電は，水の持つ位置エネル

ギーを電気エネルギーに変換する発電方法である。新

たにダムを造ることが難しくなった現在では，位置エ

ネルギーではなく運動エネルギーを利用する発電方法

に切り替える必要がある。位置エネルギーは ，

運 動 エ ネ ル ギ ー は

<2-3> 太陽熱発電  現在，太陽エネルギーを利用

した発電としては，太陽電池を使用した太陽光発電が

主流である。しかしながら，太陽電池の発電効率が低

いために割高となり，商業的に成り立たせることが現

状では困難とされる。これに対して，太陽熱を利用し

た発電も考えられる。直径 18m の凹面鏡とスターリン

グエンジンを組み合わせた小規模太陽熱発電装置が効

率 30%で発電しているという例があるが，スターリン

グエンジンは大型化ができないという欠点を持つ。商

業的に成立させるためには，多数のミラーにより反射

光を 1 か所に集め，大規模な太陽炉を用いて蒸気ター

ビンによる発電を行うことが考えられる。この場合，

起伏に富んだ日本の地形が有利な要素として利用でき

る。例えば，崖地等を利用することで，高い塔を作る

ことなく発電装置の設置が可能である。著者の試算で

は，仮にこの方法で 1km 四方に鏡を設置すれば，約 10

万 kW の出力が望める事になる。図 4に，崖地を利用し

た太陽炉のイメージ図を示す。 
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図 4 崖地利用の太陽炉 
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1 mv で あ る こ と か ら ，

hv 43.4= という関係が得られる。これは，1m の

落差により得られるエネルギーが，4.43m/s の流速に

より得られるエネルギーに相当することを示す。しか

しながら，この条件を満たす川は存在しないため，数

で補うことが考えられる。運動エネルギーを利用する

場合，大規模なダム開発を必要としないため，設置場

所の制限が少なくなる。また，他の自然エネルギーに

比べて安定供給が望めるという点から，個人，オフィ

ス向けの小規模発電として有望である。 

3．エネルギーコスト改善策の提案 

かつて，自然エネルギーは，燃料を買うことなく電

気エネルギーを得ることができる夢の発電方法と考え

られた時期があった。現在では，それは本当に夢物語

になってしまったが，いずれ来ると予想される化石燃

料の枯渇にむけて，技術を磨いておくことは必要なこ

とだろう。前述のように，自然エネルギーは燃料コス

トが不要となるため，建設コスト，メンテナンスコス

ト，そして耐用年数で発電コストが決まることになる。

これら 3 つの要素のバランスを上手く調整するだけで

も，かなりのコスト削減が可能と思われる。 
図 3 ヒートポンプ地熱発電 

4．まとめ 

著者の提案するエネルギー利用方法で改善できる二

酸化炭素量はたいして多くないかもしれない。だが，

できることから少しずつ行っていくことが重要である。

現在の二酸化炭素増加が，人類の手によって少しずつ

積み重ねられた結果であるなら，削減も人類の手によ

って実現できるはずである。地球の温暖化によって，

海面の上昇や赤道付近の砂漠化が叫ばれているが，こ

れらは温暖化の結果のごく一部に過ぎない。本当に温

暖化が進めば，温度変化に耐性の無い変温動物の大部

分が絶滅し，食物連鎖の崩壊から野生動物も絶滅が進

むであろう。二酸化炭素削減は，我々人類が母なる大
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地に対して必ず実行しなければならない行為であり，

それは他の動物にも生態系の保存にも重要な事である。 

一方で，電気を配給制にするか，戦時中のごとく灯

火管制を行うという考え方もあるが，それは人類の生

産活動に制限を与えるものであり，人類のためにはな

らないと考えられる。我々は人類の活動を損なうこと

なく，温暖化防止に努めなくてはならない。新エネル

ギーや新型発電法は，その要求に対する 1 つの回答に

他ならない。 
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